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墨
書
土
器
は
、
今
か
ら
約
１
２
０
０
年
前
の
奈
良
・
平
安

時
代
を
中
心
と
し
た
時
期
に
み
ら
れ
る
、
墨
で
文
字
や
絵
が

書
か
れ
た
土
器
で
す
。
土
器
は
、
土は

じ

き

師
器
の
坏
や
皿
・
埦
が

多
く
、
主
に
地
名
や
役
職
名
、
人
名
、
吉き
っ
し
ょ
う
く

祥
句
な
ど
を
表
す

字
が
書
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
湯
津
上
に
所
在
す
る

小
松
原
遺
跡
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で「
饒
じ
ょ
う

」・「
寒さ

む
か
わ川

」・

「
方
ほ
う（
か
た
）」・「

山
」・「
寺
」な
ど
の
墨
書
土
器
が
多
数
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。「
寒
川
」は
古
代
の
下
野
国
に
所
在
し
た
九
郡
の
一

つ
で
あ
る
寒
川
郡（
現
小
山
市
）を
表
し
、「
山
」や「
方
」は
那

須
郡
内
の
郷ご
う

で
あ
る
山や

ま
だ
ご
う

田
郷
や
方か

た
た
ご
う

田
郷
、「
寺
」は
寺
院
を
示

す
と
考
え
ら
れ
、
昨
年
の
調
査
で
も「
梨な
し
も
と本

」の
墨
書
土
器
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
文
字
の
使
用
が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た

時
代
に
、
多
数
の
墨
書
土
器
が
見
つ
か
る
と
い
う
こ
と
は
、

小
松
原
遺
跡
が
仏
教
や
古
代
の
役
所
に
か
か
わ
る
よ
う
な
、

一
般
の
集
落
と
は
異
な
る
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

 　

今
回
当
館
で
は
、
那
珂
川
館
・
湯
津
上
館
の
２
館
に
分
け

て
７
月
９
日
㊏
か
ら
８
月
28
日
㊐
ま
で
、
巡
回
展「
栃
木
の
遺

跡
」を
開
催
し
ま
す
。
近

年
の
県
内
の
発
掘
調
査

の
速
報
展
で
、
当
市
の

小
松
原
遺
跡
の
ほ
か
、

関
連
す
る
と
考
え
ら
れ

る
墨
書
土
器「
寒
厨く
り
や」（
小

山
市
出
土
）な
ど
も
展
示

す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。
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知
っ
て
得
す
る
く
ら
し
情
報

政
策
推
進
課　

本
６
階　
　
（
２
３
）８
７
９
３

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館　
　
（
９
８
）３
３
２
２

ビ
ン
の
捨
て
方
、
見
分
け
方
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ビ
ン
を
捨
て
る
際
は
、
各
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
収
集
日
の
前

日
ま
で
に
設
置
さ
れ
る
コ
ン
テ
ナ
に
、「
無
色
透
明
」「
茶
色
」「
そ

の
他
の
色
」に
色
分
け
し
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
活
動
レ
ポ
ー
ト

　

私
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

主
に
サ
ッ
カ
ー
指
導
を
中
心
に
日
々
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

大
田
原
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
３
年
目
に
な
り
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
な
活
動
が
で
き
な
い
期
間
が
多
か
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
し
か
し
そ
の
中
で
も
学
童
で
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
や
大

田
原
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
で
の
指
導
、
佐
良
土
小
学
校
の

体
育
の
授
業
で
は
サ
ッ
カ
ー
の
実
技
指
導
な
ど
、
多
く
の

依
頼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
催
が
難
し
い
状
況
の
中
で
、

ど
う
に
か
実
施
で
き
る
よ
う
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
々

の
お
か
げ
で
、
私
自
身
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
多
く
の
方
々
と
関
わ
り
、

活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

報
告
者
：
國
吉　

貴
博

皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す

墨ぼ
く
し
ょ書
土
器

問
生
活
環
境
課　
　

２
階　
　
（
２
３
）８
７
０
６

本

小松原遺跡墨書土器「寒川」
（大田原市教育委員会）

※ 底 部 分 は 色
が濃いため、見
分けやすい場合
があります。

その他の色のビン 無色透明のビン その他の色のビン 茶色のビン

【
色
の
見
分
け
方
】

「
茶
色
」と「
そ
の
他
の

色
」の
ビ
ン
、「
無
色

透
明
」と「
そ
の
他
の

色
」の
ビ
ン
の
見
分
け

方
は
、
写
真
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
点
】

・
色
の
分
別
で
迷
っ
た

際
は
、「
そ
の
他
の
色
」

の
ビ
ン
に
分
別
し
て

く
だ
さ
い
。

・
ガ
ラ
ス
製
の
容
器
で
、

中
身
の
な
い
状
態
で

販
売
さ
れ
て
い
る
物

（
梅
酒
を
漬
け
る
容
器

な
ど
）は
、
ビ
ン
で
は

な
く
、
ガ
ラ
ス
類
に

分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

地 域 の ひ ろ ば
※新型コロナウイルス感染症の影響により掲載事業が中止・延期とな

る場合があります。詳細は各施設ホームページでご確認ください。
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湯湯津上庁舎 黒黒羽庁舎 体県立県北体育館本本庁舎（新庁舎）

休館日：毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午前９時30分～午後４時30分
※７・８月は午後５時まで開館（入館は午後４時まで）

自然観察館だより
（28）3251

７月はいろいろな昆虫が活発に活動する時期です。
暑さに気を付けながら野外に出て、親子で身近なとこ
ろにいる昆虫を観察してみるのもいいですね。
自然観察館ではアサギマダラとオオムラサキの幼虫
を４月から展示し、そして
観察してきました。アサギ
マダラは５月26日に最初の
羽化が確認されました。オ
オムラサキは６月下旬こ
ろから雄の羽化が始まり、
７月に入り雌の羽化と続き
ました。

■「世界のカブト・クワガタ展」
　ただ今、好評開催中…９月11日㊐まで　
　夏恒例の「世界のカブト・
クワガタ展」が始まりまし
た。世界最大のカブトムシ
のヘラクレスオオカブト、
今回展示しているものは体
長が約14㎝あります。国産
の約７㎝のオオクワガタも
大型です。また、光沢のあ

るニジイロクワガタとメタルフェルホソアカクワガタ
など、生きているカブトムシやクワガタムシを見るこ
とができます。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、生きて
いるカブトムシやクワガタムシを触って遊べる「ふ
れあいコーナー」は開設していません。

■自然観察会報告①…初夏の蛇尾川探鳥会
５月29日㊐、大田原蛇尾川緑地公園とその近辺で探

鳥会を行いました。龍城公園をスタートしてすぐにウ
グイスを見つけ、園内ではコムクドリ、シジュウカラ、
アオゲラなどがいました。また、蛇尾川の水辺ではカ
イツブリやカルガモなども観察できました。
これからも、当館では、野鳥や植物、昆虫の観察会

を開催していきます。開催日時などはホームページで
も紹介しています。

休館日：毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午後１時30分～９時
　　　　　　（入館は午後８時30分まで）

天文館だより
（28）3254　

■星空情報■
七夕の星と夏の大三角・天の川
七夕の星と言えば織姫星と牽

けんぎゅう

牛星。織姫星はこと座
の ”ベガ ”、牽牛星はわし座の ”アルタイル ” です。さ
らに、はくちょう座の ”デネブ ” を結ぶと「夏の大三角」
となり、夏の星座を探す目印となります。また、ベガ
とアルタイルの間には天の川が横たわり、いて座の方
まで続きます。
天文館の２階テラスで双眼鏡を使って夜空を見上げ
ると、天の川の方角には驚くほどたくさんの星が見え
ます。夏の天の川が明るく、多くの星が見えるのは、
その方向に銀河の中心があるからです。２万６０００
光年離れた銀河の中心は星の密集地なのです。
天文館では、
双眼鏡や望遠鏡
を使った夏の星
座観望会や天の
川観望会、そし
て、写真撮影会
を実施します。
どうぞ気軽にお
越しください。

■主なイベント（８月）■
①望遠鏡を作って、月を観察しよう
●日時…８月６日㊏・７日㊐　午後６時10分～８時
●内容…小学生を対象にした工作教室です。望遠鏡を
作り、月を観察します。作った望遠鏡は持ち帰り、
月や星を観察してみてください。
②写真撮影会（月を撮ろう）
●日時…８月10日㊌
　　　　午後８時 10 分～９時
●内容…月齢12の月。レンズ交換がで
きる一眼カメラをご持参ください。
③ペルセウス座流星群観望会
●日時…８月13日㊏　午後７時～９時
●内容…今年は満月に近い月があり、流星を見るのは
難しいかもしれませんが、明るい流れ星が多く、火
球（ひときわ明るい流れ星）が出現することもありま
す。
④夏の星座観望会
●日時…８月17日㊌～21日㊐　午後８時10分～９時
⑤夏の天の川を見よう（天の川観望会）
●日時…８月23日㊋～26日㊎、28日㊐
　　　　午後８時10分～９時
⑥天の川を撮ろう（写真撮影会）
●日時…８月27日㊏　午後７時10分～９時

月齢12の月

夏の大三角と天の川
（中央上：ベガ、右下：アルタイル、左下：デネブ）

詳細は天文館ホームページをご覧ください

アサギマダラ

オオクワガタ
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大田原図書館  　（23）4560　通年 9:00～19:00
黒羽図書館　  　（59）0855　平日 9:30～18:30  ㊏㊐㊗ 9:30～17:30
湯津上図書室  　（98）7037　通年 9:00～17:00

大田原図書館からの
お知らせ

名　　称 場　　所 日　　時

ピノキオおはなし会
大田原図書館
おはなしコーナー

７月３日㊐・17日㊐・８月７日㊐
午後２時 から

こどものつどい
出演：ガールスカウト

７月10日㊐・８月14日㊐
午後２時～３時

にじいろおはなし会 トコトコ大田原３階
つどいの広場 ※７月・８月はお休みです。

おひさまぽかぽかの会 しんとみ子育て
支援センター

７月８日㊎　※８月はお休みです。
午前11時 から

コアラおはなし会 黒羽図書館２階
視聴覚室

７月10日㊐　※８月はお休みです。
午前11時 から

こんにちは。大田ワラオです。
最近暑さが増してきましたね。
熱中症に気を付けて過ごしま
しょう。

大田原図書館・湯津上庁舎図書室
７月４日㊊・７月15日㊎・７月19日㊋
８月１日㊊

黒羽図書館
７月11日㊊・７月15日㊎・７月25日㊊
８月８日㊊

★休館日のお知らせ★ ※休館日は生活カレンダーでも確認できます。

★絵本や紙しばいの読み聞かせなどを行っています。

那須野が原ハーモニーホールからのお知らせ

チケット発売情報

●日時…10月15日㊏　午後２時30分開演　小ホール
●チケット…全席指定2,000円（友の会1,800円）
●出演…聲明概説：沼尻 憲尚　新作聲明解説：宮内 康乃
　　　　聲明 : 聲

しょうじょうかい

成会、迦
か り ょ う び ん が

陵頻伽聲明研究会
●公演内容（予定）

【第一部】　聲明解説
　公演を解りやすく楽しんでいただくため、
　①聲明とは何か、②本作品の見どころ、③新作聲明と声の響きの魅力、
　という３つのポイントを解説します。

【第二部】　本編
新作聲明「海

うみぎりさんだん

霧讃歎」・「海
う み ぎ り え こ う 


霧廻向」という二曲を中心に、この新作聲明
の内容に呼応する、古典の真言聲明を織り交ぜた作品になります。

♪友の会優先電話予約：８月４日㊍　♪一般発売：８月６日㊏

（24）0880

※出演者への花束、プレゼント、出入り待ち、楽屋訪問などはお断りします。
※記載がない限り、未就学児の入場はすべてお断りします。

●日時…９月３日㊏　午後３時開演
　大ホール
●チケット…全席指定500円
　　　　　　 小・中学生　無料（要入場券）
●出演
　オルガン：三原 麻里
●演奏予定曲目　
　J.S. バッハ：小フーガ ト短調 BWV578
　ドビュッシー：月の光　　　　　ほか

♪友の会優先電話予約：７月21日㊍
♪一般発売：７月23日㊏

アフタヌーン・オルガンコンサート 聲
しょうみょうこうえん

明公演「聲
こえ

の輝き」　～受け継がれる癒しの仏教音楽

©KENJI KAGAWAオルガン　三原 麻里
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